コウガクテキ シンゴウ ショリ ニ モトヅク チョウ コウソク ラベル ニンシキ システム ニ カンスル ケンキュウ by フルカワ, ヒデアキ et al.
Osaka University









ふる かわ ひで あき
氏 名古川英昭
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号第 1 944 5 号
学位授与年月日 平成 17 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第4 条第 1 項該当
工学研究科物質・生命工学専攻






















は実現不可能な毎秒 600 Gbit/s を超える処理速度であることを確認した。
第三章では、ラベル認識における識別能力の向上とネットワークの伝送路における高いデータ伝送効率を同時に実
現することが可能である光拡散符号化処理を用いたラベル認識手法を提案した。光拡散符号化処理及び設計フィルタ



































み合わせることで、相関信号の S/N 比が従来の手法より 10 倍以上向上することを実証している。さらに、同時
にデータ伝送効率が飛躍的に向上することを示しており、提案する手法の有効性を実証している。また、光拡散
符号化処理の光学的実現方法を提示している。
(4) 光拡散符号化処理の実証実験を行い、光拡散符号化処理システムが実際に実現可能であることを示している。シ
ステムの各部において、拡散符号生成に必要な加算処理を用いた疑似 M 系列生成及び剰余演算に基づく光強度変
換の実験を行い、システムの基本動作を確認している。
(5) 高機能な光関値システムを使用せずにラベル認識を行う手法として、光時間ゲートと設計ラベル認識フィルタを
組み合わせた手法を提案している。設計フィルタによって、相関信号の時間波形の一部を集中的に制御し、その
部分を光時間ゲートで抜き出すことでラベル認識が可能で、あることを実証している。
本論文は、高い識別能力及び高いデータ伝送効率を実現する新しい超高速光ラベル認識処理手法について述べたもの
であり、大容量光通信ネットワークにおける超高速ルータを実現する有効な手法であると考えられる。また、これら
の成果は、今後の光通信ネットワークに必要な機能を実現する超高速光信号処理技術として期待でき、特にフォトニ
ック情報工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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